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中
国
研
究
集
刊 

称
号
（
総
六
十
号
記
念
号
）
平
成
二
十
七
年
六
月　

一
四
二
︱
一
五
九
頁

中
国
近
代
美
学
の
出
発
点

─
「
境
界
」
の
概
念
─

楊
　
冰

初
め
に

王
国
維
（
一
八
七
七
～
一
九
二
七
）
が
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九

〇
八
年
ま
で
行
っ
て
い
た
哲
学
研
究
は
、
中
国
近
代
に
お
け
る
哲

学
の
学
問
と
し
て
の
成
立
の
基
礎
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特

に
、
一
九
〇
八
年
に
発
表
し
た
詩
論
『
人
間
詞
話
』
（
注
1
）
に
お
け

る
「
境
界
」
の
概
念
は
、
今
日
の
中
国
美
学
の
核
心
的
な
概
念

「
意
境
」
の
原
点
で
あ
り
、
今
日
で
も
研
究
界
に
注
目
さ
れ
て
い

る
。
日
本
で
は
、
王
国
維
の
哲
学
美
学
理
論
の
研
究
は
行
わ
れ
て

い
な
い
が
（
注
2
）
、
一
方
中
国
で
は
、
王
国
維
の
美
学
思
想
に
関
す

る
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。

筆
者
の
今
ま
で
の
研
究
で
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
二
つ
の

「
見
落
と
し
」
を
指
摘
し
て
き
た
。
簡
潔
に
言
え
ば
、
一
つ
は

『
人
間
詞
話
』
と
そ
れ
が
執
筆
さ
れ
る
ま
で
の
王
国
維
の
哲
学
思

想
の
関
連
性
（
葉
嘉
塋
『
王
国
維
及
其
文
学
批
評
』、
一
九
八
〇
、

佛
雛
『
王
国
維
詩
学
研
究
』、
一
九
九
九
）
で
、
も
う
一
つ
は
、

王
国
維
が
哲
学
研
究
を
志
し
た
時
、
意
欲
的
に
学
習
し
た
日
本
明

治
期
の
学
者
達
の
哲
学
心
理
学
思
想
な
ど
が
王
国
維
の
思
想
に
与

え
た
影
響
（
羅
鋼
「
王
国
維
和
泡
尓
生
」、『
清
華
大
学
学
報
』、

二
〇
一
一
年
）
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
の
見
落
と
し
を
補
お
う
と
い

う
形
で
行
わ
れ
て
き
た
筆
者
の
研
究
は
、『
人
間
詞
話
』
が
執
筆

さ
れ
る
ま
で
の
王
国
維
の
哲
学
思
想
の
形
成
（
一
九
〇
三
～
一
九

〇
七
）
に
着
眼
し
、
明
治
期
の
日
本
の
哲
学
者
、
桑
木
厳
翼
の
思

想
が
王
国
維
の
哲
学
思
想
の
形
成
に
与
え
た
影
響
を
中
心
に
論
じ

て
き
た
。
そ
の
研
究
に
よ
っ
て
、
桑
木
厳
翼
の
『
哲
学
概
論
』

（ 142 ）



（
東
京
専
門
学
校
出
版
部
、
一
九
〇
〇
）
が
王
国
維
の
最
初
に
触

れ
た
西
洋
哲
学
の
理
論
書
で
あ
り
、
王
国
維
の
カ
ン
ト
哲
学
思
想

に
対
す
る
理
解
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

今
ま
で
の
研
究
の
延
長
線
に
あ
る
本
研
究
は
、
よ
り
ミ
ク
ロ
の

視
点
か
ら
カ
ン
ト
哲
学
の
「
認
識
論
」
に
着
目
し
、
引
き
続
き
王

国
維
の
思
想
と
桑
木
厳
翼
の
関
係
を
探
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
よ

り
広
い
視
野
で
、
桑
木
厳
翼
の
み
な
ら
ず
、
明
治
期
の
日
本
の
カ

ン
ト
哲
学
研
究
全
体
（
哲
学
と
心
理
学
の
両
面
に
お
い
て
）
と
王

国
維
の
カ
ン
ト
哲
学
受
容
の
関
係
を
分
析
す
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
哲
学
思
想
の
蓄
積
の
上

で
築
か
れ
た
美
学
理
論
『
人
間
詩
話
』
の
「
境
界
」
の
概
念
に
お

け
る
、
カ
ン
ト
哲
学
の
要
素
を
抽
出
し
、「
境
界
」
と
い
う
概
念

の
含
蓄
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
章　

王
国
維
の
「
独
学
」
と�

　
　
　
　

明
治
期
の
日
本
の
哲
学
心
理
学
研
究

王
国
維
が
三
十
歳
に
書
い
た
自
伝
に
は
、
彼
の
哲
学
理
論
研
究

を
す
る
後
代
の
研
究
者
た
ち
に
と
っ
て
、
重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
る

記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
西
洋
哲
学
の
独
学
時
代
に
学
習

し
た
西
洋
の
哲
学
や
心
理
学
な
ど
の
思
想
書
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ

の
学
者
の
著
作
を
中
心
に
幾
つ
か
挙
げ
て
い
る
。
勿
論
そ
れ
ら
の

著
作
は
、
当
時
、
ま
だ
中
国
語
翻
訳
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
王
国

維
が
読
ん
だ
の
は
、
ド
イ
ツ
語
の
原
文
な
の
か
、
そ
れ
と
も
英
語

に
訳
さ
れ
た
英
語
版
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
王
国
維
の

説
明
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
哲
学
を
独
学
し
た

時
期
に
彼
が
執
筆
し
た
文
章
の
中
に
引
用
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
哲
学

書
の
部
分
に
つ
い
て
、「
英
語
版
」
の
引
用
だ
と
王
国
維
自
身
に

よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
受
け
、
今
ま
で
の
多
く
の

先
行
研
究
は
、
王
国
維
が
西
洋
哲
学
を
独
学
し
た
時
期
に
読
ん
だ

西
洋
の
哲
学
書
（
王
国
維
の
西
洋
哲
学
の
独
学
に
用
い
ら
れ
た
テ

キ
ス
ト
に
当
た
る
も
の
）
の
全す
べ

て
が
、
ド
イ
ツ
語
原
作
の
英
訳
版

だ
と
「
推
定
」
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
「
推
定
」
に
基
づ

き
、
そ
れ
ら
の
英
語
版
の
内
容
と
王
国
維
自
身
の
哲
学
美
学
の
論

文
と
の
比
較
分
析
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
著
作
の
思
想
が
王
国
維
の

哲
学
美
学
思
想
に
与
え
た
影
響
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

王
国
維
が
西
洋
哲
学
の
独
学
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、
果
た
し

て
本
当
に
英
訳
版
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
問
い
か
け
は
、
今
ま
で

の
先
行
研
究
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
先
行
研
究
に
お

け
る
「
推
定
」
に
基
づ
く
、
王
国
維
の
思
想
形
成
に
お
け
る
重
要

な
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
の
真
偽
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一

章
の
主
な
目
的
は
、
王
国
維
の
西
洋
哲
学
の
独
学
に
用
い
ら
れ
た

テ
キ
ス
ト
は
、
本
当
に
英
訳
版
な
の
か
、
具
体
的
に
検
証
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
当
時
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
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な
か
っ
た
西
洋
哲
学
書
の
独
学
を
可
能
に
さ
せ
た
、
外
国
語
文
献

の
精
読
に
必
要
と
な
る
王
国
維
の
外
国
語
力
（
主
に
英
語
力
、
日

本
語
力
）
は
ど
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
か
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
。
先
行
研
究
に
触
れ
て
お
け
ば
、
王
国
維
の
自
伝
の
記
述
に

基
づ
き
、
王
国
維
が
「
日
本
語
と
英
語
の
両
方
を
習
得
し
て
い

た
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
（
注
3
）
が
、
そ
の
習
得
の
達
成
度
に
つ
い

て
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
王
国
維
の
外
国
語
力
に
つ
い

て
は
、
未
だ
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
第
一
章
で

は
、
ま
ず
王
国
維
の
自
伝
（「
自
序
」、
一
九
〇
七
）（
注
4
）
や
、
彼

に
関
す
る
記
録
が
多
く
見
ら
れ
る
彼
の
父
の
日
記
（「
王
乃
誉
日

記
」
手
稿
）（
注
5
）
、
及
び
彼
の
学
術
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
羅
振
玉
の
孫
娘
の
書
籍
（
羅
琨
『
羅
振
玉
玉
評
伝
』
百
花
洲
文

芸
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
な
ど
を
参
考
に
、
王
国
維
が
西
洋
哲
学

の
独
学
を
可
能
に
さ
せ
た
外
国
語
力
が
い
か
に
養
わ
れ
、
ど
れ
ほ

ど
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
か
を
具
体
的
に
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
王

国
維
の
留
学
、
専
門
書
翻
訳
の
過
程
を
整
理
し
、
彼
が
ど
の
よ
う

に
西
洋
哲
学
思
想
に
出
会
い
、
吸
収
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
節

�「
東
文
学
社
」
で
の
勉
学�

―
学
術
理
論
書
の
翻
訳
者
と
し
て
の
出
発
点

一
八
九
八
年
、
二
十
一
才
の
王
国
維
は
、
故
郷
の
海
寧
（
注
6
）
か

ら
上
海
に
や
っ
て
き
て
雑
誌
社
「
時
務
報
」
（
注
7
）
に
入
社
し
、
書

記
と
し
て
働
き
始
め
る
。
王
国
維
が
初
め
て
西
洋
や
日
本
の
近
代

の
思
想
に
触
れ
た
の
は
、こ
の「
時
務
報
」に
お
い
て
で
あ
る（
注
8
）
。

だ
が
、
そ
こ
で
は
外
国
語
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た
。
王
国

維
が
正
式
的
に
外
国
語
を
学
ん
だ
の
は
、「
時
務
報
」
に
入
社
し

た
同
年
に
入
学
し
た
、「
東
文
学
社
」
で
あ
る
。

東
文
学
社
は
、
中
国
国
内
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
日
本
語
学
校

で
あ
っ
た
。
王
国
維
は
、
こ
こ
で
彼
の
学
術
生
涯
に
重
要
な
影
響

を
与
え
続
け
た
東
文
学
社
の
設
立
者
で
あ
る
羅
振
玉
に
出
会
っ

た
。
羅
振
玉
は
、
や
が
て
王
国
維
と
日
本
と
の
架
け
橋
的
な
人
物

と
な
る
。
当
時
、
羅
振
玉
は
、
近
代
化
に
立
ち
遅
れ
た
中
国
の
見

習
う
べ
き
モ
デ
ル
は
、
西
洋
で
は
な
く
同
じ
ア
ジ
ア
の
日
本
だ
と

判
断
し
、
明
治
維
新
以
降
の
日
本
の
農
業
及
び
学
校
教
育
の
在
り

方
を
い
ち
早
く
中
国
に
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
を
実
現

す
る
に
は
、
日
本
語
の
専
門
書
や
専
門
誌
な
ど
を
中
国
語
へ
翻
訳

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
羅
振
玉
の
東
文
学
社
を
設
立
し
た
目

的
は
、
日
本
語
の
学
術
理
論
書
を
翻
訳
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

点
に
あ
っ
た
（
注
9
）
。
つ
ま
り
、
東
文
学
社
は
、
日
本
語
専
門
書
の

正
確
な
翻
訳
が
で
き
る
、
高
度
な
語
学
力
の
持
つ
人
材
を
育
成
す

る
日
本
語
学
校
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
本
語
の
学
習
は
、
最
初
の
段

階
か
ら
日
常
的
な
日
本
語
の
会
話
力
で
は
な
く
、
学
術
的
な
日
本

語
文
章
の
読
解
力
に
対
す
る
訓
練
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
（
注
10
）
。
王

国
維
は
、
一
九
〇
〇
年
に
東
文
学
社
が
解
散
さ
れ
る
ま
で
の
二
年

（ 144 ）



半
の
間
、
日
本
人
教
師
の
元
で
日
本
語
を
習
っ
て
い
た
（
注
11
）
。

東
文
学
社
に
お
け
る
王
国
維
の
日
本
語
の
上
達
ぶ
り
は
著
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
日
本
語
を
習
い
始
め
て
三
ヶ
月
後
（
一

八
八
九
年
五
月
）
に
、
当
時
「
東
報
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
日
本
の

新
聞
の
翻
訳
を
任
せ
ら
れ
た
（
注
12
）
。
十
ヶ
月
後
（
同
年
十
二
月
）

に
、「
隶
報
」
と
い
う
中
国
の
新
聞
を
日
本
語
へ
翻
訳
す
る
仕
事

を
任
せ
ら
れ
た
（
注
13
）
。
王
国
維
の
日
本
語
力
が
、
周
囲
に
認
め
ら

れ
た
か
ら
こ
そ
、
次
か
ら
次
へ
と
翻
訳
の
仕
事
を
任
せ
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
羅
振
玉
の
孫
娘
で
あ
り
、
歴
史
学
者
の
羅

琨
の
書
籍
（『
羅
振
玉
評
伝
』、
三
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
王
国
維
は

東
文
学
社
の
月
末
試
験
に
合
格
で
き
ず
除
名
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

時
も
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
羅
振
玉
は
彼
の
努
力
を
認
め
、
除
名
し

な
か
っ
た
と
い
う
。
彼
の
落
第
し
た
月
末
試
験
は
、
上
達
の
著
し

か
っ
た
日
本
語
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
王
国
維
の
自
伝
に

よ
れ
ば
、
東
文
学
社
は
数
学
、
物
理
、
化
学
、
英
文
の
講
義
も
開

設
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
羅
琨
の
書
籍
に
よ
れ
ば
、
東
文
学
社

は
初
期
で
は
日
本
語
の
み
開
講
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、「
農
業
専

門
書
の
内
容
は
屡
々
物
理
、
化
学
、
数
学
、
英
語
の
知
識
と
関
連

す
る
」
た
め
、
そ
の
後
、
物
理
、
化
学
、
数
学
、
英
語
の
講
義
も

開
設
さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
科
目
は
専
門
の
教
師
で
は
な

く
、
日
本
語
を
教
え
る
日
本
人
の
講
師
に
よ
っ
て
日
本
語
で
教
え

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
王
国
維
の
落
ち
た
科
目
は
日
本
語
以
外
の

物
理
、
化
学
、
数
学
、
英
語
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
日
本
語
以
外
、
王
国
維
は
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
英
語
も
含
め
、
日
本

語
以
外
の
科
目
は
、
日
本
語
の
よ
う
に
本
格
的
な
学
習
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
科
学
専
門
書
な
ど
を
翻
訳
す
る
際
に
必
要
な
基
礎

知
識
を
得
る
た
め
に
習
っ
て
い
た
。
ま
た
、
東
文
学
社
に
在
学
中

に
、
王
国
維
が
行
っ
た
日
本
語
翻
訳
の
記
録
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
が
、
一
方
、
英
語
の
翻
訳
の
記
録
は
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な

い
。

第
二
節　
「
東
京
物
理
学
校
」
へ
の
留
学
―
理
系
進
学
の
挫
折

東
文
学
社
に
入
っ
て
翌
年
の
六
月
、
王
国
維
は
羅
振
玉
の
推
薦

を
受
け
、
日
本
へ
の
留
学
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
生
涯
文
系
の
理

論
研
究
を
貫
い
た
王
国
維
が
、
学
問
に
志
し
た
留
学
の
時
に
選
ん

だ
学
問
は
、
文
系
で
は
な
く
、
理
系
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
の

年
末
、
王
国
維
は
初
め
て
日
本
に
渡
り
、
当
時
、
名
前
の
知
ら
れ

て
い
る
（
注
14
）
専
門
学
校
「
東
京
物
理
学
校
」
に
入
学
す
る
。

東
京
物
理
学
校
の
前
身
は
、
一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
年
）
九

月
に
寺
尾
寿
な
ど
東
京
大
学
物
理
学
部
物
理
学
科
の
初
期
の
卒
業

生
達
に
よ
り
、「
理
学
の
普
及
」
と
い
う
目
的
で
設
立
さ
れ
た
私

塾
「
東
京
物
理
学
講
習
所
」
で
あ
っ
て
、
一
八
八
三
年
に
「
東
京

物
理
学
校
」
に
改
称
さ
れ
て
い
た
。
自
伝
に
よ
れ
ば
、
王
国
維
は
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昼
間
は
英
文
、
夜
は
東
京
物
理
学
校
で
数
学
を
習
っ
て
い
た
と
い

う
（
注
15
）
。
王
国
維
の
入
学
し
た
一
九
〇
〇
年
時
点
で
は
、
東
京
物

理
学
校
は
三
年
六
学
期
制
の
夜
間
学
校
で
、
初
年
度
の
第
一
学
期

は
代
数
学
、
算
術
学
、
幾
何
学
の
科
目
を
履
修
し
、
二
学
期
か
ら

初
め
て
物
理
学
な
ど
を
履
修
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
注
16
）
。「
夜

は
東
京
物
理
学
校
で
数
学
を
習
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
か
ら
み

れ
ば
、
王
国
維
は
第
一
学
期
に
在
学
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

自
伝
に
よ
れ
ば
、
王
国
維
は
一
八
九
一
年
の
四
、
五
月
に
病
に

倒
れ
た
た
め
、
中
国
に
帰
国
し
た
。
だ
が
、
実
際
留
学
を
や
め
た

理
由
は
よ
り
複
雑
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
東
京
物
理
学

校
五
十
年
小
史
』
に
よ
れ
ば
、
東
京
物
理
学
校
の
入
試
は
、
第
一

学
期
に
入
る
た
め
の
試
験
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
第
二
学
期

以
上
に
進
学
す
る
進
学
試
験
は
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
試
験

は
、
毎
年
の
二
月
中
旬
、
四
月
中
旬
、
九
月
下
旬
、
十
月
下
旬
に

実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
試
験
を
二
回
落
第
し
た
生
徒
に
対
し

て
、
退
学
さ
せ
る
と
い
う
規
則
も
あ
っ
た
（
注
17
）
。
前
文
で
触
れ
た

よ
う
に
、「
東
文
学
社
」
で
は
王
国
維
は
数
学
が
含
ま
れ
る
理
系

の
科
目
の
月
末
試
験
は
不
合
格
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
第
一

学
期
在
学
中
の
王
国
維
は
病
弱
な
体
で
あ
り
、
ま
た
東
文
学
社
時

代
で
も
不
得
意
で
あ
っ
た
数
学
の
勉
強
は
上
手
く
い
か
ず
、
二
月

と
四
月
に
実
施
さ
れ
た
第
二
学
期
の
進
学
試
験
に
落
第
し
、
退
学

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
東
京
物
理
学
校
で
の
留
学
は
王
国
維
に
と
っ
て
不
運
な

事
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
王
国
維
は
重
要
な
出
会
い

が
あ
っ
た
。『
東
京
物
理
学
校
五
十
年
小
史
』
の
各
年
度
の
採
用

さ
れ
た
教
師
名
簿
記
録
に
よ
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
王
国
維
の
在
学
中

の
一
九
〇
一
年
に
、
東
京
大
学
の
物
理
学
科
卒
の
桑
木
彧
雄
が
教

員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
桑
木
彧
雄
の
兄
は
、
当

時
反
響
を
呼
ん
だ
哲
学
書
を
出
版
し
た
哲
学
者
の
桑
木
厳
翼
で
あ

る
。
桑
木
彧
雄
自
身
も
物
理
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
兄
の
専
門
で

あ
る
哲
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
一
九
〇
七
年
、
彼
が
明
治
専

門
学
校
の
教
壇
に
立
っ
た
時
、
よ
く
学
生
た
ち
に
「
物
理
学
上
の

認
識
論
」
の
話
を
さ
れ
、
物
理
実
験
室
の
書
架
に
は
デ
カ
ル
ト
の

哲
学
書
な
ど
が
ま
じ
っ
て
い
た
と
、
教
え
子
に
よ
っ
て
回
想
さ
れ

て
い
る
（
注
18
）
。
彼
の
著
作
の
中
に
、『
物
理
学
と
認
識
』（
一
九
二

二
年
）
と
い
う
著
作
も
あ
る
。
王
国
維
は
東
京
物
理
学
校
で
桑
木

彧
雄
を
通
じ
て
、
彼
の
兄
の
桑
木
厳
翼
の
哲
学
研
究
及
び
そ
の
著

書
を
知
っ
た
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
物
理
学
の
進
学
の
扉

が
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
で
、
哲
学
へ
の
道
に
転
向
す
る
と
い
う
意
志

が
王
国
維
の
中
で
固
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

王
国
維
は
、
留
学
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
「
独
学
」
で

補
お
う
と
し
て
い
た
。
自
伝
で
は
、
病
で
留
学
を
断
念
し
帰
国
し

た
後
、
哲
学
の
「
独
学
」
の
時
代
が
始
ま
っ
た
と
述
べ
て
い

る
（
注
19
）
。
独
学
す
る
に
は
当
然
教
材
が
必
要
で
あ
る
。
帰
国
後
の
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王
国
維
は
、
羅
振
玉
の
創
刊
し
た
雑
誌
社
『
教
育
世
界
』（
注
20
）
の

編
集
者
兼
翻
訳
者
と
し
て
働
き
出
し
た
。
明
治
の
学
術
理
論
書
の

翻
訳
は
、
彼
に
と
っ
て
仕
事
（『
教
育
世
界
』
の
投
稿
の
提
供
）

と
独
学
（
翻
訳
を
通
じ
て
原
作
の
精
読
）
を
両
立
さ
せ
る
一
石
二

鳥
の
方
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
か
ら
帰
国
し
た
直
後
、

王
国
維
は
立
花
銑
三
郎
の
『
教
育
学
』
を
翻
訳
し
、『
教
育
世
界
』

の
八
月
、
九
月
号
に
発
表
し
た
。
翌
年
の
一
九
〇
二
年
、
彼
は
元

良
勇
次
郎
の
『
心
理
学
』、『
倫
理
学
』、
桑
木
厳
翼
の
『
哲
学
概

論
』
を
翻
訳
し
、
そ
の
年
に
『
教
育
世
界
』
に
発
表
し
た
。

王
国
維
の
父
親
の
一
九
〇
二
年
六
月
十
九
日
の
日
記
（
注
21
）
に
よ

れ
ば
、
王
国
維
は
日
本
の
学
者
の
「
思
惟
の
細
や
か
さ
、
論
証
の

厳
密
さ
」（
心
思
之
細
、
推
勘
甚
微
）
に
感
心
し
た
と
書
か
れ
て

い
る
。
そ
の
記
録
で
は
、
王
国
維
の
明
治
期
日
本
の
学
術
研
究
に

対
す
る
傾
倒
ぶ
り
が
窺
え
る
。
王
国
維
が
独
学
し
た
時
期
は
、
明

治
の
最
先
端
の
学
術
理
論
書
を
翻
訳
し
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
王
国
維
は
、
立
花
銑
三
郎
の
『
教
育
学
』、

元
良
勇
次
郎
の
『
心
理
学
』、『
倫
理
学
』、
桑
木
厳
翼
の
『
哲
学

概
論
』
の
翻
訳
と
と
も
に
、
原
文
の
内
容
に
対
す
る
正
確
な
理
解

を
前
提
と
す
る
翻
訳
作
業
を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
の
著
作
を
教
材
と

し
、
独
学
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

王
国
維
が
独
学
し
た
際
、
教
材
と
し
た
著
作
は
、
以
上
の
四
冊

に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
筆
者
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
数
多
く
の
明
治

期
の
思
想
理
論
書
は
、
王
国
維
の
独
学
の
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
。
次
の
第
三
節
で
は
、
第
一
章
の
冒
頭
で
触
れ
た
、
王
国

維
の
「
自
伝
」
に
挙
げ
ら
れ
た
著
作
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
三
節

�

王
国
維
の
独
学
し
た
明
治
期
日
本
の�

哲
学
心
理
学
理
論
書

「
自
伝
」（『
静
庵
文
集
』、
一
五
九
頁
）
に
お
い
て
、
王
国
維
は

独
学
に
用
い
た
教
材
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。

　

次
歳
春
、
始
読
翻
尔
彭
之
《
社
会
学
》、
及
文
之
《
名
学
》、

海
甫
定
之
《
心
理
学
》
之
半
。
而
所
購
哲
学
之
書
亦
至
于
是

暂
辍
心
理
学
而
読
巴
尔
善
之
《
哲
学
概
论
》、
文
特
尔
彭
之

《
哲
学
史
》。

こ
の
よ
う
に
、
王
国
維
は
一
九
〇
三
年
の
春
に
、
自
分
の
独
学

し
た
教
材
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
傍
線
は
筆
者
の
引
い
た
も

の
で
、
引
か
れ
て
い
る
の
は
す
べ
て
西
洋
の
哲
学
者
や
心
理
学
者

な
ど
の
名
前
（
当
て
字
）
で
あ
る
。
筆
者
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
こ

こ
で
王
国
維
の
触
れ
て
い
る
す
べ
て
の
英
文
の
著
作
は
、
一
九
〇

三
年
の
時
点
で
、
日
本
国
内
に
お
い
て
す
で
に
日
本
語
版
の
訳
書

が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
具
体
的
に
挙
げ
よ
う
。

一
、
王
国
維
の
言
う
「
翻
尔
彭
之
」
は
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
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者
、
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ー
ア
バ
ン
ク
ス
（A

rthur

・Fairbanks

、

一
八
六
四
︱
一
九
四
四
）。
王
国
維
の
い
う
彼
の
「
社
会
学
」
の

英
文
原
作
の
タ
イ
ト
ル
は A

n Introduction to Sociology

で

あ
っ
て
、
一
九
〇
〇
年
に
十
時
弥
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
、「
社
会
学
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
東
京
博
文
館
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
。

二
、「
及
文
」
は
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
、
論
理
学
者
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ス
タ
ン
レ
ー
・
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ（W

illiam
 Stanley Jevons

、

一
八
三
五
︱
一
八
八
二
）
で
あ
る
。
王
国
維
の
い
う
彼
の
「
名

学
」
の
英
文
原
作
はE

lem
entary Lessons Logic: D

eductive 
and Inductive

で
あ
っ
て
、
一
八
八
三
年
に
「
論
理
新
編
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
添
田
寿
一
訳
、
井
上
哲
次
郎
校
閲
に
よ
っ
て
学

部
図
書
館
編
訳
局
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
。

三
、「
海
甫
定
」
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
心
理
学
者
、
ハ
ラ
ル
ド
・

ヘ
フ
デ
ン
グ
（H

arald H
offding

、
一
八
四
三
︱
一
九
三
一
）

で
あ
る
。
石
田
新
太
郎
が
一
八
九
七
年
に
彼
の
『
心
理
学
概
論
』

を
訳
し
、
高
等
学
術
研
究
会
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
。

四
、「
巴
尔
善
」
は
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、パ
ウ
ル
ゼ
ン
（Paulsen 

Friedrich

、一
八
四
六
︱
一
八
〇
八
）で
彼
のE

inleitung in die 
Philosophie

は
一
九
〇
二
年
に
朝
永
三
十
郎
に
よ
っ
て
翻
訳
さ

れ
、「
哲
学
綱
要
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
宝
文
館
か
ら
出
版
さ
れ

て
い
た
。

五
、「
文
特
尔
彭
之
」
は
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ

ン
ド
。
一
九
〇
二
年
に
桑
木
厳
翼
は
彼
の
『
哲
学
史
要
』
を
訳

し
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
。

第
一
節
と
第
二
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
王
国
維
は
東
文
学
社

で
日
本
語
を
本
格
的
に
学
習
し
、
学
術
書
の
正
確
な
翻
訳
が
で
き

る
ほ
ど
の
日
本
語
の
読
解
力
を
備
え
て
い
た
。
そ
の
一
方
、
彼
の

英
語
の
学
習
は
入
門
程
度
に
留
ま
り
、
英
語
の
翻
訳
を
発
表
し
た

こ
と
も
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
の
日
本
語
力
は
英
語
力
よ
り
遙

か
に
高
か
っ
た
。
彼
の
独
学
時
代
の
教
科
書
は
、
今
ま
で
の
研
究

で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
英
文
の
著
作
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
英
文

に
基
づ
き
、
日
本
の
学
者
の
解
釈
が
加
え
ら
れ
た
、
明
治
期
の
和

文
の
著
作
で
あ
る
。

王
国
維
と
西
洋
の
間
に
は
、
明
治
期
の
日
本
と
い
う
フ
ィ
ル
タ

が
介
在
し
て
お
り
、
彼
は
明
治
期
の
日
本
の
哲
学
及
び
心
理
学
の

学
術
書
を
通
じ
て
西
洋
の
哲
学
や
心
理
学
を
学
習
し
た
。
さ
ら

に
、
筆
者
は
王
国
維
の
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
七
年
ま
で
の
訳

書
を
調
べ
た
結
果
、
今
ま
で
そ
れ
ら
の
訳
書
の
原
作
は
英
語
の
著

作
だ
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
本
当
の
原
作
は
、
明
治
期
の
日
本

語
の
学
術
著
書
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
い
う
こ
と
も
判

明
し
た
（
注
22
）
。
そ
の
中
に
桑
木
厳
翼
の
著
作
（『
ミ
ュ
イ
ア
ー
ヘ
ッ

ド
氏
倫
理
学
』、
富
山
房
、
一
八
九
七
年
）
も
あ
る
。

こ
の
時
期
に
王
国
維
の
未
署
名
の
訳
文
（
注
23
）
も
存
在
す
る
と
す

で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、桑
木
厳
翼
の
著
作
（『
哲
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学
史
要
』）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
著
作
も
計
算
に
入
れ

る
と
、
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
〇
八
年
ま
で
、
王
国
維
が
精
読
し

た
明
治
期
の
日
本
の
思
想
書
の
数
は
、
二
十
冊
以
上
に
も
及
ぶ
。

王
国
維
は
、
精
読
が
で
き
る
ほ
ど
の
日
本
語
力
を
頼
り
に
、
日
本

の
明
治
時
代
を
代
表
す
る
哲
学
者
や
心
理
学
者
、
教
育
学
者
な
ど

の
理
論
書
を
、
翻
訳
す
る
作
業
を
通
じ
て
一
通
り
精
読
し
た
。

そ
の
中
で
、
彼
が
多
く
の
著
作
を
読
ん
だ
の
は
、
か
つ
て
東
京

物
理
学
校
で
師
事
し
て
い
た
桑
木
彧
雄
の
兄
、
カ
ン
ト
哲
学
の
研

究
者
の
桑
木
厳
翼
の
著
作
で
あ
る
（『
哲
学
概
論
』（
一
九
〇
〇
）、

『
哲
学
史
要
』（
一
九
〇
二
）、『
ニ
ー
チ
ェ
氏
倫
理
説
一
斑
』（
一

九
〇
〇
）、「
荀
子
の
論
理
説
」（
一
九
〇
〇
）、『
ミ
ュ
イ
ア
ー

ヘ
ッ
ド
氏
倫
理
学
』（
一
八
九
七
）。）
第
二
章
で
は
、
筆
者
の
今

ま
で
行
な
っ
て
き
た
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
桑
木
厳
翼
の
哲
学

理
論
と
王
国
維
の
哲
学
理
論
の
関
係
性
を
探
る
。

第
二
章　

王
国
維
の
哲
学
理
論
の
形
成
と�

　
　
　
　

明
治
期
日
本
の
カ
ン
ト
哲
学
の
受
容

筆
者
の
今
ま
で
の
研
究
で
は
、
一
九
〇
二
年
に
王
国
維
の
翻
訳

し
た
桑
木
厳
翼
の
『
哲
学
概
論
』
と
、
そ
れ
を
翻
訳
し
た
翌
年
に

王
国
維
自
身
の
執
筆
し
た
「
哲
学
辨
惑
」
の
比
較
研
究
を
通
じ

て
、
王
国
維
の
哲
学
美
学
思
想
に
お
け
る
桑
木
厳
翼
の
重
要
な
影

響
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
、
王
国
維
の
哲
学
美
学
研
究
全
体

に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
「
正
名
論
」
で
あ
る
（
注
24
）
。「
正

名
論
」
を
具
体
的
に
言
う
と
、
西
洋
の
哲
学
理
論
と
の
比
較
に

よ
っ
て
「
中
国
固
有
」
（
注
25
）
の
哲
学
思
想
の
中
か
ら
重
要
な
概
念

を
抽
出
し
、
そ
の
概
念
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
で
「
中
国
固

有
」
の
哲
学
美
学
思
想
を
理
論
化
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
哲
学
辨
惑
」
が
発
表
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
〇
四
年
に
書
か
れ
た

「
釋
理
」
と
「
論
性
」、
及
び
一
九
〇
五
年
に
執
筆
さ
れ
た
「
原

命
」
は
、
す
べ
て
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
中
国
の
儒
学
思
想

の
「
理
」、「
性
」、「
命
」
な
ど
の
概
念
を
、
そ
れ
ら
の
概
念
に
通

じ
る
西
洋
哲
学
の
概
念
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
明
確
に
定
義
し
よ

う
と
す
る
論
文
で
あ
る
。

『
人
間
詞
話
』
が
発
表
さ
れ
る
一
年
前
の
一
九
〇
七
年
に
執
筆

さ
れ
た
「
古
雅
之
在
美
学
上
之
位
置
」
に
お
い
て
も
、「
古
雅
」

と
い
う
、
王
国
維
の
独
自
の
美
学
概
念
を
定
義
す
る
と
い
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
〇
八
年
の
『
人
間
詞
話
』

に
掲
げ
る
最
も
重
要
な
目
的
も
ま
た
「
境
界
」
と
い
う
、
王
国
維

の
独
自
の
美
学
概
念
に
定
義
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
古
雅
」

と
「
境
界
」
な
ど
の
美
学
の
概
念
は
、
王
国
維
の
定
義
し
た

「
性
」、「
理
」、「
命
」
な
ど
の
哲
学
の
概
念
の
延
長
線
に
あ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
西
洋
の
美
学
思
想
の
概
念
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、

中
国
の
固
有
の
美
学
思
想
の
概
念
を
捉
え
直
し
た
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
第
二
章
に
お
い
て
、
こ
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の
王
国
維
の
哲
学
理
論
の
出
発
点
と
し
て
の
「
正
名
論
」
か
ら
、

そ
の
到
達
点
と
な
る
「
認
識
論
」
ま
で
、
彼
の
哲
学
理
論
の
全
体

を
分
析
す
る
。
そ
の
分
析
は
、
王
国
維
の
理
論
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
、
明
治
期
日
本
の
哲
学
者
桑
木
厳
翼
と
心
理
学
者
元
良
勇

次
郎
の
理
論
と
の
関
係
性
に
立
脚
し
て
行
う
。

第
一
節

�「
正
名
論
」
か
ら
出
発
し�

「
認
識（
観
念
）論
」
へ
到
達
す
る
王
国
維
の
哲
学
理
論

今
ま
で
の
筆
者
の
研
究
で
は
、
王
国
維
が
一
九
〇
四
年
に
翻
訳

し
た
桑
木
厳
翼
（
以
下
「
桑
木
」
と
略
す
）
の
『
哲
学
概
論
』
の

付
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
荀
子
の
論
理
説
」
と
、
一
九
〇
五
年

に
王
国
維
自
身
が
執
筆
し
た
「
周
秦
諸
氏
之
名
学
」
の
比
較
研
究

を
通
じ
て
、
王
国
維
は
桑
木
の
理
論
を
根
拠
に
、
荀
子
の
正
名
篇

の
論
理
学
的
な
価
値
を
見
出
す
と
同
時
に
、
カ
ン
ト
の
「
認
識

論
」
の
角
度
か
ら
荀
子
の
「
耳
目
鼻
口
体
」
と
「
心
」
の
関
係
を

中
心
と
す
る
「
天
官
論
」
を
理
論
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
（
注
26
）
。
一
九
〇
五
年
に
「
周
秦
諸
子
之
名
学
」
を
執
筆

し
た
王
国
維
の
関
心
の
元
は
、
カ
ン
ト
の
「
認
識
論
」
に
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

「
認
識
論
」
に
対
す
る
関
心
は
、
同
じ
く
一
九
〇
五
年
の
『
教

育
世
界
』
に
発
表
さ
れ
た
「
論
新
学
語
之
輸
入
」
か
ら
読
み
取
る

こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
文
章
に
お
い
て
「
直
観
（Intuition

）」

と
「
観
念
（Idea

）」
と
い
う
二
つ
の
概
念
に
対
す
る
王
国
維
の

理
解
が
述
べ
ら
れ
、
王
国
維
の
哲
学
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
大

き
な
糸
口
と
な
る
。
彼
の
理
解
し
て
い
る
「
直
観
」
と
い
う
概
念

は
「
耳
、
鼻
、
眼
、
口
、
体
と
い
う
五
官
の
作
用
に
心
の
作
用
が

加
え
た
も
の
」
で
、ま
さ
し
く
桑
木
の
解
釈
し
た
荀
子
の
「
天
官
」

の
理
論
で
あ
る
。
ま
た
、
観
念
は
「
直
観
し
た
対
象
」
で
、「
そ
の

物
が
去
り
、
そ
の
像
の
み
心
に
留
ま
る
」。
つ
ま
り
、
観
念
は
心

の
中
の
像
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
王
国
維
は
な
ぜ
「
直
観
」、「
観

念
」
な
ど
の
概
念
、
及
び
そ
れ
ら
の
概
念
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た

「
認
識
論
」
に
関
心
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
明
治
期

日
本
の
哲
学
心
理
学
界
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
「
認
識
論
」
に
対
す

る
盛
ん
な
受
容
及
び
研
究
と
関
係
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
桑
木

の
『
哲
学
概
論
』
と
同
年
（
一
九
〇
二
年
）
に
、
王
国
維
は
心
理

学
者
元
良
勇
次
郎
（
以
下
「
元
良
」
と
略
す
）
の
『
心
理
学
』、

『
倫
理
学
』
も
翻
訳
し
て
い
た
。
前
文
で
触
れ
た
「
周
秦
諸
子
之

名
学
」
の
荀
子
の
正
名
論
の
分
析
に
お
い
て
、
王
国
維
は
桑
木
の

哲
学
の
認
識
論
だ
け
で
は
な
く
、
元
良
の
心
理
学
的
観
点
か
ら
見

た
認
識
論
も
用
い
て
い
た
。
王
国
維
は
、
目
鼻
耳
手
体
を
「
外

官
」、
心
を
「
内
官
」
と
名
付
け
て
い
る
。
そ
の
外
官
と
内
官
の

概
念
は
、
元
良
の
『
心
理
学
』 

と
『
倫
理
学
』
の
両
方
に
お
い
て

触
れ
て
い
る
（
注
27
）
。

『
心
理
学
』
に
お
い
て
、
元
良
は
心
を
「
意
識
的
現
象
」
と
し
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て
捉
え
、
意
識
の
中
に
存
在
す
る
「
観
念
」
の
性
質
及
び
そ
の
活

動
の
法
則
を
中
心
に
説
明
し
て
い
る
。
観
念
を
中
心
に
心
を
捉
え

て
い
る
点
は
、
カ
ン
ト
に
由
来
し
て
い
る
。
ま
た
、
心
理
学
の
目

的
に
つ
い
て
「
観
念
ノ
性
質
、
起
源
、
活
動
ス
ル
法
則
」
を
研
究

す
る
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
（
注
28
）
。
さ
ら
に
、
観
念
の
性
質
に
つ

い
て
の
説
明
は
、
カ
ン
ト
の
観
念
論
と
も
繋
が
り
を
持
っ
て
い

る
。
元
良
は
「
心
物
相
関
論
」
に
つ
い
て
「
此
説
ノ
意
最
モ
深

シ
、
著
者
ハ
此
説
ヲ
取
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
紹
介
し
、「
心
物
相
関

論
」
は
「
精
神
モ
見
樣
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
客
觀
的
ト
ナ
リ
、
又
外
物
モ

見
樣
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
主
觀
的
ト
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」、「
精
神
ナ
ク
シ
テ

獨
リ
物
質
存
在
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
又
物
質
ナ
ク
シ
テ
獨
リ
精
神

存
在
ス
ル
能
ハ
ズ
」
（
注
29
）
と
説
明
す
る
。
そ
の
後
、
例
と
し
て
大

江
千
里
の
歌
を
挙
げ
る
。「
月
み
れ
ば　

ち
ぢ
に
者
こ
そ　

悲
し

け
れ　

わ
が
身
一
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
」（『
古
今
集
』）。
月
は

悲
し
み
を
引
き
起
こ
す
理
が
な
く
、
月
を
主
観
的
に
見
て
心
中
の

悲
し
み
を
月
に
帰
し
た
と
、
こ
の
歌
を
分
析
す
る
。
実
は
、
こ
の

大
江
千
里
の
歌
に
つ
い
て
、
王
国
維
は
翻
訳
す
る
時
に
削
除
し
て

い
る
。
大
江
の
歌
に
当
た
る
箇
所
は
、
逆
に
原
作
に
な
い
白
居
易

の
七
言
の
長
編
詩
「
長
恨
歌
」
の
二
句
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
王
国
維
が
意
図
的
に
大
江
千
里
の
歌
を
削
除
し
、

白
居
易
の
詩
に
変
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
二
句
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

離
宮
見
月
傷
心
色
，
夜
雨
聞
鈴
腸
斷
聲
。

（
行あ
ん

宮ぐ
う

に
月
を
見
れ
ば
心
を
痛
ま
し
む
る
の
色
、
夜や

雨う

に
鈴

を
聞
け
ば
腸
は
ら
わ
たを

断
つ
の
聲
。）

月
と
鈴
は
悲
し
み
を
興
す
理
が
な
く
、
た
だ
こ
れ
ら
の
者
は
主

観
に
現
わ
れ
、
遂
に
心
中
の
悲
し
み
を
物
に
帰
し
た
（
注
30
）
と
、
王

国
維
が
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
二
句
は
、
安
史
の
乱
で
愛
す
る
楊

貴
妃
を
失
っ
た
直
後
の
玄
宗
の
悲
し
み
を
表
し
て
い
る
。
行
宮
の

月
を
見
る
の
も
、
夜
の
雨
に
打
た
れ
る
鈴
の
音
を
聞
い
て
い
る
の

も
詩
の
主
人
公
と
な
る
玄
宗
で
あ
る
。
作
者
の
白
居
易
は
玄
宗
に

成
り
代
わ
っ
て
、
玄
宗
の
感
情
を
代
弁
し
て
い
る
た
め
、
作
者
と

玄
宗
は
同
一
と
も
言
え
る
。
従
っ
て
、
月
も
鈴
も
「
外
物
」
で
は

な
く
、
主
人
公
に
成
り
代
わ
っ
た
作
者
の
内
面
に
現
れ
る
「
像
」

で
あ
る
。

心
理
学
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
王
国
維
は
、
元
良
の
用
い
た

『
古
今
集
』
の
和
歌
を
廃
棄
し
、
自
ら
白
居
易
の
七
言
古
詩
「
長

恨
歌
」
を
選
ん
で
、
そ
の
詩
に
お
け
る
玄
宗
と
玄
宗
の
眺
め
る

月
、
聞
く
鈴
の
関
係
を
通
じ
て
、
カ
ン
ト
の
「
観
念
論
」
に
立
脚

す
る
心
理
学
の
「
心
物
相
関
論
」
を
説
明
し
て
い
る
。
逆
に
、
美

学
（
詩
論
）
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
王
国
維
は
、
カ
ン
ト
の
「
観

念
論
」
に
立
脚
す
る
心
理
学
の
「
心
物
相
関
」
を
用
い
て
、
初
め

て
漢
詩
の
分
析
を
行
っ
た
。
前
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
王
国
維
は
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観
念
を
「
心
の
中
の
像
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
月
も
鈴
も
作

者
の
「
観
念
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

観
念
が
意
識
の
中
に
如
何
に
生
じ
た
か
に
つ
い
て
、『
心
理
学
』

の
「
第
三
章　

意
識
の
性
質
」
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
意
識
の

相
対
的
性
質
」
の
分
析
に
お
い
て
、「
一
ツ
ノ
觀
念
意
識
中
ニ
在

リ
テ
精
神
ノ
苦
痛
ヲ
覺
ユ
ル
時
ハ
他
ノ
觀
念
入
リ
來
リ
テ
快
樂
ヲ

興
ヘ
ン
ト
ス
ル
ヲ
妨
グ
ル
ハ
」（
注
31
）
と
説
明
し
、
あ
る
小
説
の
描

写
を
例
と
し
て
挙
げ
る
。「
谷
間
の
百
合
姫
」（
巻
一
、
九
頁
）（
注
32
）

で
も
、
王
国
維
は
同
様
に
原
作
に
あ
る
小
説
を
訳
さ
ず
に
、
杜
甫

の
五
言
律
詩
「
春
望
」
の
二
句
を
例
と
し
て
挙
げ
た
。

感
時
花
濺
涙
、
恨
別
鳥
驚
心
。

（
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぎ
、
別
れ
を
恨
み
て
は
鳥

に
も
心
を
驚
か
す
。）

可
憐
な
姿
を
持
つ
花
と
鳥
は
、
中
国
で
は
一
般
的
に
愉
快
な
情

緒
を
引
き
起
こ
し
て
く
れ
る
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
花
と
鳥
が
画

題
と
な
る
「
花
鳥
画
」
と
い
う
伝
統
的
な
絵
画
の
ジ
ャ
ン
ル
も
存

在
し
て
い
る
。
だ
が
、
国
が
滅
び
た
杜
甫
の
悲
し
み
に
満
ち
た
心

に
は
、
花
と
鳥
さ
え
も
悲
し
く
映
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
花
も
鳥

も
ま
た
月
と
鈴
と
同
じ
く
、
作
者
の
「
観
念
」
だ
と
、
王
国
維
が

理
解
し
て
い
る
。

こ
の
元
良
の
『
心
理
学
』
の
訳
書
に
お
い
て
、
王
国
維
の
選
ん

だ
杜
甫
の
「
春
望
」
の
二
句
は
、
王
国
維
の
美
学
理
論
の
集
大
成

と
言
わ
れ
て
い
る
詩
論
「
人
間
詞
話
」
の
重
要
な
論
点
「
有
我
の

境
」（
第
三
則
）
が
説
明
さ
れ
て
い
る
時
に
用
い
ら
れ
た
詩
の
例

と
共
通
し
て
い
る
。「
春
望
」
の
二
句
と
同
じ
く
『
人
間
詞
話
』

に
引
用
さ
れ
た
詩
も
「
花
」
と
「
鳥
」
を
用
い
て
悲
し
み
を
表
現

し
て
い
る
。
次
の
第
二
節
で
、『
人
間
詞
話
』
の
「
境
界
」、「
有

我
の
境
」、「
無
我
の
境
」
と
王
国
維
の
理
解
し
て
い
る
「
観
念
」

の
関
係
を
分
析
す
る
。

第
二
節　
『
人
間
詞
話
』
の
「
境
界
」

　

二
―
一　
「
有
我
之
境
」

王
国
維
の
『
人
間
詞
話
』
は
、「
詞
」
（
注
33
）
の
作
品
や
作
家
を

例
に
し
な
が
ら
、「
詞
」
の
理
論
を
語
る
も
の
で
、
一
九
〇
八
年

か
ら
一
九
〇
九
年
に
『
国
粋
學
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
全
六
十
四
則

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
第
一
則
か
ら
第
九
則
ま

で
は
、
詞
の
評
価
基
準
で
あ
る
「
境
界
」
と
い
う
概
念
を
中
心
に

語
る
も
の
で
、
全
篇
に
お
い
て
最
も
重
要
な
部
分
だ
と
さ
れ
て
い

る
（
注
34
）
。「
人
間
詩
話
」
の
冒
頭
の
第
一
則
に
は
、

　

詞
は
境
界
を
最
上
と
す
る
。
境
界
が
有
れ
ば
自
ず
か
ら
高

い
風
格
を
形
成
、
自
ず
か
ら
名
句
が
生
ま
れ
る
。
五
代
、
北
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宋
の
詞
が
独
絶
で
あ
る
所
以
は
此
れ
に
あ
る
（
注
35
）
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
王
国
維
の
「
境
界
」

の
概
念
は
、『
人
間
詞
話
』
の
中
心
的
な
概
念
で
、「
境
界
」
の
有

無
で
詞
の
優
劣
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
境
界
」
に
つ
い

て
数
多
く
の
先
行
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
が
（
注
36
）
、
前
文
で
触
れ

た
よ
う
に
、
両
者
と
も
「
人
間
詞
話
」
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
王

国
維
の
哲
学
思
想
の
特
徴
を
見
逃
し
て
い
る
。
彼
の
哲
学
理
論
の

根
底
に
あ
る
の
は
「
正
名
論
」
で
あ
っ
て
、
西
洋
の
哲
学
の
概
念

と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
中
国
の
哲
学
思
想
に
お
け
る
曖
昧
で
あ
り

な
が
ら
重
要
な
概
念
を
明
確
に
定
義
す
る
理
論
で
あ
る
。
従
っ

て
、
美
学
理
論
と
し
て
の
『
人
間
詞
話
』
も
そ
の
哲
学
理
論
の
延

長
線
に
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
さ
ら
に
、
元
良
勇
次
郎
の
『
心
理

学
』
の
訳
書
の
分
析
で
分
か
っ
た
よ
う
に
、
王
国
維
は
大
胆
に
も

原
作
に
あ
る
例
を
削
除
し
、
漢
詩
の
例
を
上
げ
、
詩
に
登
場
す
る

自
然
物
を
「
作
者
の
心
の
像
」、
つ
ま
り
彼
の
理
解
し
て
い
る

「
観
念
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、「
境
界
」
と
「
観
念
」
は
ど

う
い
う
関
係
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
「
有
我
の
境
」
と
「
観

念
」
の
関
係
を
見
よ
う
。

再
び
「
人
間
詞
話
」
に
立
ち
戻
っ
て
第
三
則
を
見
よ
う
。

　

境
に
は
有
我
の
境
が
あ
り
、
無
我
の
境
が
あ
る
。「
涙
眼

に
て
花
に
問
へ
ど
花
は
か
た
ら
ず
、
乱
ち
り
し

紅は
な

飛
び
過
ぎ
て
秋

千
に
去
る
」、「
可
ぞ
堪た

へ
ん
孤
館
春
寒
に
閉
ざ
さ
れ
、
杜と

鵑け
ん

の
聲
裏
に
斜
陽
暮
る
る
に
」
と
い
う
の
は
有
我
の
境
で
あ

る
（
注
37
）
。

挙
げ
ら
れ
た
二
首
の
詞
の
う
ち
、
前
者
は
北
宋
の
政
治
家
・
文

学
者
歐
陽
修
の
作
品
「
蝶
恋
花
」
で
あ
る
。
詞
全
体
は
、
花
柳
の

巷
に
ふ
け
っ
て
家
に
帰
っ
て
こ
な
い
夫
を
待
つ
妻
が
、
晩
春
の
夕

暮
れ
に
庭
の
深
い
木
の
陰
に
取
り
残
さ
れ
た
寂
し
さ
を
表
す
も
の

で
あ
る
。「
涙
目
で
花
に
問
い
か
け
て
も
花
は
語
ろ
う
と
し
な
い
、

散
り
ゆ
く
花
び
ら
が
ブ
ラ
ン
コ
の
ほ
う
へ
飛
ん
で
い
く
。」
こ
こ

は
杜
甫
の
「
春
望
」「
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぎ
」
と
同

じ
く
「
涙
」
と
「
花
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
花
は
悲
し
い
姿
と

し
て
描
か
れ
る
。
後
者
の
「
可
ぞ
堪た

へ
ん
孤
館
春
寒
に
閉
ざ
さ

れ
、
杜と

鵑け
ん

の
聲
裏
に
斜
陽
暮
る
る
に
」
は
、
北
宋
の
詞
人
秦
観
の

作
品
「
踏
莎
行
」
で
あ
る
。
ひ
っ
そ
り
と
し
た
建
物
に
、
早
春
の

寒
さ
の
中
に
閉
ざ
し
て
い
る
人
は
夕
暮
れ
の
中
に
聞
こ
え
て
き
た

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
も
悲
し
み
を
帯
び
て
い
る
。
こ
こ
で
鳥
が
悲
し

さ
を
表
し
て
い
る
の
は
、
杜
甫
の
「
別
れ
を
恨
み
て
は
鳥
に
も
心

を
驚
か
す
」
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
作
品
に
お
い
て
、
花
と
鳥
は
「
経
験
的
な
外
物
」

で
は
な
く
、
作
者
の
心
に
写
っ
て
い
る
「
像
」
で
あ
る
。
前
文
で
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見
て
き
た
よ
う
に
、
花
と
鳥
は
、
王
国
維
の
理
解
し
て
い
る
作
者

の
「
観
念
」
で
あ
る
。
王
国
維
の
い
う
「
有
我
の
境
」
は
、
彼
の

理
解
し
て
い
る
西
洋
哲
学
の
「
観
念
」
の
概
念
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
対
比
で
あ
る
「
無
我
之
境
」
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。

　

二
―
二
「
無
我
之
境
」

「
無
我
之
境
」
に
つ
い
て
、
王
国
維
は
「
有
我
之
境
」
に
続
き
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
菊
を
采
る
東
籬
の
下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」、

「
寒
波
潺
潺
と
起
こ
り
、
白
鳥
悠
悠
と
下
る
」
と
い
う
の
は

無
我
の
境
で
あ
る
（
注
38
）
。

「
菊
を
采
る
東
籬
の
下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」（
陶
淵
明

「
飲
酒
」）、「
寒
波
潺
潺
と
起
こ
り
、
白
鳥
悠
悠
と
下
る
」（
元
好

問
「
穎
亭
留
別
」）
と
い
う
の
は
、
花
と
鳥
と
同
じ
く
、
菊
、
山
、

波
、
鳥
な
ど
の
自
然
物
が
詞
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。「
有
我
之

境
」
と
異
な
る
の
は
、「
無
我
の
境
」
が
作
者
の
見
た
ま
ま
の
自

然
物
、
つ
ま
り
、
感
情
が
混
入
さ
れ
て
い
な
い
視
覚
の
み
で
捉
え

て
い
る
自
然
物
で
あ
る
。
無
我
と
有
我
之
境
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

に
つ
い
て
、
王
国
維
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　

有
我
の
境
で
は
我
を
以
て
物
を
観
る
、
故
に
物
に
は
す
べ

て
我
の
色
彩
が
著あ
ら
わ

す
。
無
我
の
境
で
は
物
を
以
て
物
を
観

る
。
故
に
何
が
我
な
の
か
、
何
が
物
な
の
か
知
ら
ず
。
古
人

の
詞
に
は
有
我
の
境
を
描
い
た
も
の
が
多ま
ね

し
、
無
我
の
境
を

写
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
豪
傑
の
士
は
お
の
ず
お

か
ら
樹
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
39
）
。

こ
こ
で
王
国
維
の
用
い
た
「
観
る
」
と
い
う
字
は
、
前
文
で
触

れ
た
よ
う
に
、「
観
念
」
と
共
に
、
そ
の
定
義
を
確
か
め
た
「
直

観
」
の
こ
と
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
文
で
触
れ
た
よ
う

に
、
王
国
維
の
理
解
し
て
い
る
直
観
は
「
耳
、
鼻
、
眼
、
口
、
体

と
い
う
五
官
の
作
用
に
心
の
作
用
が
加
え
た
も
の
」
で
あ
る
。

「
我
を
以
て
物
を
観
る
」
と
い
う
有
我
の
境
は
、
自
然
物
を
見
る

時
、
五
官
と
い
う
感
覚
器
官
が
働
く
以
外
に
、
我
（
心
、
感
情
）

も
働
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
物
を
以
て
物
を
観
る
」
と
い
う
無

我
の
境
は
、
自
然
物
を
見
る
時
、
感
覚
器
官
の
み
働
き
、
我
（
心
、

感
情
）
が
働
か
な
い
。
有
我
の
境
は
、
観
念
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
無
我
の
境
は
直
覚
に
近
い
と
言
え
よ
う
。

『
人
間
詞
話
』
の
第
四
則
で
は
、「
無
我
之
境
は
人
が
惟
静
の
中

に
得
ら
れ
、
有
我
之
境
は
動
の
静
に
な
る
時
に
得
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
一
つ
は
優
美
で
、
一
つ
は
宏
壮
で
あ
る
（
注
40
）
。」
と
書
か
れ

て
い
る
。
無
我
の
境
を
得
ら
れ
る
「
静
」
と
い
う
の
は
、
感
情
の
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働
き
の
な
い
状
態
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
有
我
の
境
を
得
ら
れ

る
「
動
の
静
に
な
る
時
」
と
は
ど
う
い
う
状
況
だ
ろ
う
か
。
こ
の

「
動
か
ら
静
へ
と
い
う
変
化
」
は
、
王
国
維
の
理
解
し
て
い
る
カ

ン
ト
の
理
性
本
能
の
段
階
の
変
化
と
関
係
し
て
い
る
。

前
文
で
触
れ
た
よ
う
に
、
王
国
維
は
桑
木
厳
翼
の
『
哲
学
史

要
』
も
独
学
の
教
材
と
し
て
精
読
し
た
。『
哲
学
史
要
』
に
お
い

て
、
カ
ン
ト
の
理
性
能
力
の
本
質
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

謂
へ
ら
く
理
論
的
理
性
の
総
合
は
三
段
よ
り
成
る
、
第
一

感
覺
を
結
合
し
て
直
觀
と
な
す
と
は
時
空
の
形
式
に
よ
り
、

第
二
直
觀
を
結
合
し
て
自
然
的
實
在
の
經
驗
と
な
す
は
悟
性

概
念
に
よ
り
、
第
三
經
驗
的
判
斷
を
結
合
し
て
形
而
上
學
的

認
識
と
な
す
は
理
念
と
名
づ
く
る
普
遍
原
理
に
よ
る
。

第
一
段
階
で
は
、
時
空
の
形
式
に
よ
っ
て
、
感
覚
を
結
合
し
て

直
観
と
な
す
。
そ
れ
は
直
覚
に
ち
か
い
、「
無
我
の
境
」
の
実
質

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
悟
性
概
念
に
よ
っ
て
直
観
を
結
合
し
て
自
然

的
実
在
の
経
験
と
な
す
の
は
、
第
二
の
段
階
で
、
観
念
と
さ
れ
て

い
る
「
有
我
の
境
」
の
実
質
で
あ
る
。

こ
の
カ
ン
ト
の
理
性
能
力
の
本
質
は
、
明
治
期
の
心
理
学
研
究

に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
九
〇
一
年
に
王
国
維
の
翻
訳
し
た
立

花
銑
三
郎
の
『
教
育
学
』
（
注
41
）
に
お
い
て
、
立
花
は
「
境
界
」
と

い
う
概
念
を
用
い
て
、
カ
ン
ト
の
理
性
能
力
の
三
段
階
の
説
明
を

す
る
（
注
42
）
。
ま
ず
、
第
一
の
段
階
は
「
直
覚
」
と
い
う
。
直
覚
と

は
「
吾
人
の
精
神
が
外
界
の
作
用
を
受
く
る
第
一
の
境
界
」
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
第
二
の
段
階
は
「
内
容
の
何
た
る
や
を
明
に
認
む

る
に
至
る
是
れ
即
ち
意
識
の
境
界
な
り
。
之
の
働
を
名
け
て
観
念

（
ア
イ
デ
ア
）
と
云
ふ
。」
で
あ
る
（
注
43
）
。

立
花
の
心
理
学
の
観
点
か
ら
カ
ン
ト
の
理
性
能
力
の
三
段
階
の

説
明
は
、
桑
木
厳
翼
の
哲
学
の
観
点
か
ら
の
説
明
よ
り
分
か
り
や

す
い
が
、
基
本
は
同
じ
で
あ
る
。『
人
間
詞
話
』
の
無
我
の
境
と

は
、
カ
ン
ト
の
理
性
能
力
の
本
質
に
お
け
る
、
第
一
の
「
直
覚
」

の
段
階
で
、
有
我
の
境
は
第
二
の
「
観
念
」
の
段
階
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

終
わ
り
に

第
一
章
で
は
、
王
国
維
が
哲
学
を
独
学
す
る
時
期
に
、
明
治
期

日
本
の
哲
学
心
理
学
学
術
書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
学
習
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
の
西
洋
哲
学
思
想
の
吸
収
は
、
日
本
明
治

期
の
思
想
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
を
経
由
し
て
い
る
。
そ
の
フ
ィ
ル
タ

に
お
け
る
重
要
な
人
物
は
桑
木
厳
翼
で
あ
り
、
重
要
な
理
論
は
カ

ン
ト
の
認
識
論
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
、
比
較
分
析
を
通
じ
て
王

国
維
の
特
に
関
心
を
持
つ
理
論
は
、
カ
ン
ト
の
認
識
論
で
あ
る
こ
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と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
、
明
治
期
日
本
の
哲
学
心
理
学
思
想

に
お
け
る
、
カ
ン
ト
の
認
識
論
の
受
容
と
、
王
国
維
の
哲
学
理
論

に
お
け
る
「
直
観
」
と
「
観
念
」
の
概
念
の
比
較
に
よ
っ
て
、
彼

の
美
学
理
論
の
集
大
成
で
あ
る
『
人
間
詞
話
』
の
「
無
我
の
境
」、

「
有
我
の
境
」
と
い
う
概
念
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
要
素
を
明
ら

か
に
し
た
。
す
で
に
述
べ
た
が
、「
無
我
の
境
」
と
は
、
カ
ン
ト

の
理
性
能
力
の
本
質
に
お
け
る
第
一
の
「
直
覚
」
の
段
階
で
、

「
有
我
の
境
」
は
第
二
の
「
観
念
」
の
段
階
で
あ
る
。「
無
我
の

境
」
も
「
有
我
の
境
」
も
、
人
間
の
認
識
に
か
か
わ
る
理
性
能
力

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
王
国
維
の
い
う
「
境
界
」
は
、
カ

ン
ト
の
「
理
性
」
に
近
い
概
念
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

だ
が
、「
有
我
の
境
」
と
「
無
我
の
境
」
と
い
う
二
つ
の
概
念

は
、
完
全
に
カ
ン
ト
の
認
識
論
に
由
来
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ

う
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
一
九
〇
六
年
に
書
か
れ
た
「
文
学

小
言
」
で
は
、
王
国
維
は
中
国
の
文
学
に
二
つ
の
原
質
「
景
」
と

「
情
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
両
概
念
は
、
中
国
の
詩
論

に
お
け
る
固
有
の
概
念
で
あ
っ
て
、『
人
間
詞
話
』
の
「
無
我
の

境
」
と
「
有
我
の
境
」
の
概
念
に
近
い
。
王
国
維
は
、
カ
ン
ト
の

認
識
論
に
お
け
る
理
性
能
力
に
よ
っ
て
、
中
国
の
詩
論
の
固
有
の

概
念
を
定
義
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ま
さ

に
彼
の
哲
学
理
論
の
出
発
点
で
あ
っ
て
根
底
で
も
あ
る
「
正
名

論
」
で
あ
る
。
今
後
、『
人
間
詞
話
』
に
お
い
て
王
国
維
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
、
宋
代
の
詩
論
『
滄
波
詩
話
』
を
視
野
に
入
れ
、

「
境
界
」
の
概
念
に
お
け
る
中
国
固
有
の
美
学
思
想
的
要
素
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

注

（
１
） 『
人
間
詞
話
』
は
、全
六
十
四
則
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
詩
論
で
あ
る
。

は
じ
め
は
、
一
九
〇
八
年
十
月
か
ら
一
九
〇
九
年
一
月
ま
で
に
出
版
さ

れ
た
雑
誌
『
国
粋
学
報
』
の
四
十
七
号
、
四
十
九
号
、
五
十
号
に
お
い

て
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
一
九
二
六
年
に
、
樸
社
に
よ
っ
て
単
行
本

と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

（
２
） 

日
本
国
内
で
は
、王
国
維
研
究
に
つ
い
て
、考
古
学
（
高
田
時
雄
編
『
草

創
期
の
敦
煌
学
：
羅
・
王
国
維
両
先
生
東
渡
九
十
周
年
記
念
日
中
共
同

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
』、
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
二
。）
や
近
代
史
的

な
研
究
（
銭
鷗
「
学
・
智
・
人
的
理
念
︱
試
論
王
国
維
與
晩
清
興
学
育

才
的
思
想
契
機
」、『
言
語
文
化
』
十
二
、
同
志
社
大
学
言
語
文
化
学
会
、

二
〇
〇
九
。
須
川
照
一
「「
上
海
時
代
」
の
藤
田
剣
峯
・
王
国
維
雑
記
」、

『
東
方
学
』、
一
般
財
団
法
人
東
方
学
会
、
一
九
八
三
。
銭
鷗
「
青
年
時

代
の
王
国
維
と
明
治
学
術
文
化
︱
『
教
育
世
界
』
を
め
ぐ
っ
て
」、
富
士

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
小
林
節
太
郎
記
念
基
金
編
集
、
一
九
九
七
。）
が
中
心
と
な

る
中
、
境
界
の
理
論
に
注
目
す
る
研
究
も
あ
る
が
、「
文
学
論
」
の
角
度

か
ら
論
じ
る
も
の
（
竹
村
則
行
「
王
国
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
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界
説
」、『
中
国
文
学
論
集
』、
九
州
大
学
中
国
文
化
会
、
一
九
八
六
。
井

波
陵
一
『
紅
楼
夢
と
王
国
維　

二
つ
の
星
を
め
ぐ
っ
て
』、
朋
友
書
、
二

〇
〇
八
。「「
美
」
を
問
題
に
す
る
こ
と
ー
王
国
維
の
美
学
・
文
学
論
を

め
ぐ
っ
て
」、「
文
学
・
映
像
に
お
け
る
「
分
身
」
テ
ー
マ
の
総
合
的
研
究
」

平
成
十
八
年
度
～
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究

（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
、二
〇
〇
九
年
。）
の
み
で
、彼
の
「
哲
学
思
想
」

や
「
美
学
理
論
」
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
３
） 

王
国
維
「
自
序
」、『
静
庵
文
集
』、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、

一
五
九
頁
。「
又
一
年
，
而
値
庚
子
之
变
。
学
社
解
散
。
盖
余
之
学
于
東

文
学
社
也
，
二
年
有
半
。
而
其
学
英
文
亦
一
年
有
半
。」
訳
：
ま
た
一
年

後
、
時
ま
さ
に
「
庚
子
之
変
」
に
当
た
り
、
学
社
は
解
散
し
た
。
僕
が

東
文
学
社
で
勉
強
し
た
の
は
お
お
か
た
二
年
半
で
あ
っ
た
。
英
文
の
勉

強
も
一
年
半
で
あ
っ
た
。

（
４
） 『
靜
庵
文
集
續
編
』、『
王
国
維
遺
書
』
第
五
冊
、
上
海
古
籍
書
店
、
一

九
八
三
年
。

（
５
）
上
海
図
書
館
所
蔵
。

（
６
）
浙
江
省
の
北
に
あ
る
町
。

（
７
） 

一
八
九
六
年
八
月
九
日
に
黄
遵
憲
と
汪
康
年
が
創
刊
し
た
「
時
務
報
」

は
、
中
国
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
中
国
史
上
の 

最
初
の
雑
誌
社
で
あ

る
。
主
編
は
梁
啓
超
で
、
十
日
ご
と
に
発
行
さ
れ
る
旬
刊
で
一
回
は
三

十
頁
前
後
で
あ
る
。

（
８
） 「
時
務
報
」
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
救
国
の
理
論
「
維
新
変
法
」
の

思
想
を
全
国
に
発
信
す
る
と
共
に
、
近
代
化
さ
れ
た
諸
外
国
（
西
洋
や

日
本
な
ど
）
の
新
聞
の
紹
介
も
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
英
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
日
本
語
の
翻
訳
者
（
古
城
貞
吉
）
が
専
属
さ
れ
て
い
た
。

（
９
） 『
農
業
叢
書
』
第
一
集
第
一
冊
、『
東
亜
学
会
雑
誌
』
第
二
編
第
二
号

に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
東
文
学
社
社
章
」
に
お
い
て
は
「
購
求
歐
西
語

言
文
字
者
實
繁
有
徒
、
誠
務
其
急
也
。
日
本
同
處
一
洲
、
而
研
習
其
語

言
文
字
者
顧
寥
々
焉
。
彼
土
人
士
莅
止
中
國
、
中
國
士
夫
往
々
不
能
與

之
通
姓
字
、
彼
國
書
籍
流
傳
中
國
、
中
國
士
夫
往
々
不
能
通
數
行
。
不

便
孰
甚
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
10
） 

東
文
学
社
の
日
本
語
講
師
達
は
、
日
本
語
だ
け
で
は
な
く
、
学
識
の

高
い
人
材
で
あ
っ
た
。
羅
振
玉
は
、
日
本
か
ら
東
京
帝
国
大
学
文
科
大

学
漢
文
科
選
科
卒
の
藤
田
豊
八
と
田
岡
嶺
雲
を
、
東
文
学
社
の
講
師
と

し
て
招
聘
す
る
。
自
伝
で
、
王
国
維
は
「
東
文
学
社
」
で
日
本
人
の
先

生
の
哲
学
に
関
す
る
文
集
に
、
カ
ン
ト
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
哲

学
の
引
用
を
見
て
喜
び
を
覚
え
た
と
語
っ
て
い
る
。
藤
田
と
田
岡
は
自

ら
の
文
集
を
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
11
） 

そ
の
後
、
彼
は
羅
振
玉
が
創
刊
し
た
『
農
学
報
』
に
入
り
、
初
め
て

の
長
篇
翻
訳
に
挑
ん
だ
。
そ
れ
は
、池
田
昇
三
が
口
述
し
た『
農
事
会
要
』

で
あ
る
。

（
12
） 
王
乃
誉
「
王
乃
誉
日
記
」、「
藤
田
師
薦
渠
翻
東
報
」。

（
13
） 

王
乃
誉
、
前
掲
日
記
、「
王
国
維
頌
閣
薦
静
安
兼
充
《
甬
報
》
日
本
翻

訳
、
月
八
元
」。
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（
14
） 

夏
目
漱
石
の
一
九
〇
六
年
に
発
表
し
た
「
坊
ち
ゃ
ん
」
の
主
人
公
の

卒
業
し
た
学
校
は
東
京
物
理
学
校
で
あ
る
。

（
15
） 
王
国
維
、「
自
序
」、
前
掲
著
作
、「
昼
習
英
文
、
夜
至
物
理
学
校
習
数

学
」、
一
五
九
頁
。

（
16
） 『
東
京
物
理
学
校
五
十
年
小
史
』、
東
京
物
理
学
校
、
一
九
三
〇
年
、

三
十
七
頁
。

（
17
） 『
東
京
物
理
学
校
五
十
年
小
史
』、
五
十
三
頁
。

（
18
） 

田
代
茂
樹
『
私
の
履
歴
書
』、
日
本
経
済
新
聞
連
載
、
一
九
七
二
年
十

月
。

（
19
） 

王
国
維
「
自
序
」、
前
掲
著
作
、
一
五
九
頁
。

（
20
） 

中
国
最
初
の
教
育
専
門
誌
。
一
九
〇
一
年
五
月
、
羅
振
玉
が
上
海
で

発
刊
し
、
月
二
回
に
刊
行
さ
れ
、
一
九
〇
八
年
一
月
の
第
一
六
六
号
ま

で
続
い
た
。

（
21
） 

海
寧
市
史
志
辨
公
室
編
『
王
国
維
乃
誉
日
記
』（
全
五
巻
）、中
華
書
局
、

二
〇
一
四
年
七
月
。

（
22
） 

楊
冰
「
王
国
維
の
哲
学
美
学
思
想
に
お
け
る
日
本
の
明
治
期
の
哲
学

心
理
学
思
想
の
影
響
︱
桑
木
厳
翼
の
哲
学
用
語
、「
正
名
篇
」（
荀
子
）

解
釈
と
元
良
勇
次
郎
の
「
心
物
相
関
論
」
を
中
心
に
」（
人
文
学
論
集
、

大
阪
府
立
大
学
人
文
学
学
会
、　

二
〇
一
五
年
三
月
、
一
頁
～
三
四
頁
。）

参
考
。

（
23
） 

銭
鷗
「
青
年
時
代
の
王
国
維
と
明
治
学
術
文
化
：『
教
育
世
界
』
雑
誌

を
め
ぐ
っ
て
」、
日
本
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
小
林
節
太
郎
』
記
念
基
金
、
一
九
九

七
年
、
一
頁
～
二
七
頁
。
銭
鴎
氏
の
指
摘
し
た
、
王
国
維
の
翻
訳
し
た

著
作
を
一
七
頁
か
ら
二
四
頁
ま
で
を
参
考
。

（
24
） 

楊
冰
、
前
掲
論
文
参
考
。

（
25
） 「
哲
学
辨
惑
」
に
お
け
る
王
国
維
自
身
の
言
い
方
。

（
26
） 

楊
冰
、
前
掲
論
文
参
考
。

（
27
） 

元
良
勇
次
郎
『
倫
理
学
』
の
「
第
九
章　

情
緒
」
に
参
考
、
三
五
頁
、

一
八
九
三
年
。

（
28
） 

元
良
勇
次
郎
『
心
理
学
』、
金
港
堂
、
一
八
九
〇
年
、
三
頁
。

（
29
） 

元
良
勇
次
郎
『
心
理
学
』、
三
一
頁
。

（
30
） 

月
與
鈴
豈
有
興
悲
之
理
乎
？
唯
此
物
現
于
主
觀
的
，
遂
以
在
心
中
之

悲
歸
於
物
耳
。
謝
唯
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
杭
州
浙
江
教
育
出
版
社
、
二

〇
〇
九
年
、
三
三
〇
頁
。

（
31
） 

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
五
一
頁
。

（
32
） 「
岩
間
に
迸
る
水
の
音
は
天
女
の
樂
を
奏
づ
る
か
と
訝
ら
れ
、
樹
間
に

囀
る
鳥
の
聲
い
美
人
の
歌
を
學
ぶ
か
と
疑
い
れ
、
に
面
白
き
景
色
な
れ

ど
も
親
子
に
鬱
陶
と
し
て
打
ち
萎
れ
、
鳥
の
音
も
花
の
香
も
少
し
も
心

を
慰
め
ず
」

（
33
） 「
詞
」
と
は
中
国
に
お
け
る
韻
文
形
式
の
一
つ
で
あ
る
。
曲
に
合
わ
せ

て
詞
が
書
か
れ
た
の
で
、
詞
を
埋
め
る
と
い
う
意
味
で
「
填
詞
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。
詩
（
五
言
律
詩
、
七
言
律
詩
、
五
言
絶
句
、
七
言
絶

句
な
ど
）
と
異
な
っ
て
長
短
不
揃
い
の
句
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
長

短
句
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
詩
は
唐
の
時
代
で
隆
盛
期
を
迎
え
た
が
、
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「
詞
」
は
そ
の
後
の
宋
の
時
代
で
隆
盛
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
中
国
で
は

「
唐
詩
宋
詞
」
の
言
い
方
が
あ
る
。

（
34
） 
葉
嘉
瑩
『
王
國
維
及
其
文
學
批
評
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
、
二

頁
～
五
頁
。

（
35
） 

詞
以
境
界
為
最
上
。
有
境
界
則
自
成
高
格
，
自
有
名
句
。
五
代
、
北

宋
之
詞
所
以
獨
絕
者
在
此
。
謝
唯
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
杭
州
浙
江
教
育

出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
四
六
一
頁
。

（
36
） 

代
表
的
な
研
究
に
よ
れ
ば
、「
境
界
」
は
中
国
古
代
詩
論
（
厳
羽
『
滄

浪
詩
話
』）
の
延
長
線
に
あ
る
概
念
で
あ
り
、「
人
間
詞
話
」
は
中
国
の

伝
統
的
な
詩
論
の
集
大
成
と
主
張
し
て
い
る
も
の
（
葉
嘉
瑩
）
及
び
、

そ
の
反
論
と
し
て
「
境
界
」
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
直
覚
説
」

の
応
用
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
「
人
間
詞
話
」
の
全
体
の
理

論
は
中
国
の
伝
統
詩
論
を
受
け
継
ぐ
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
と
否
定
的
で
あ

る
、
と
さ
れ
て
い
る
（
羅
鋼
）。

（
37
） 

有
有
我
之
境
、有
無
我
之
境
。
淚
眼
問
花
花
不
語
、亂
紅
飛
過
秋
千
去
、

可
堪
孤
館
閉
春
寒
、
杜
鵑
聲
裡
斜
陽
暮
、
有
我
之
境
也
。
謝
唯
揚
・
房

鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
、
四
六
一
頁
。

（
38
） 「
菊
采
東
籬
下
、
悠
然
南
山
見
」、「
寒
波
潺
潺
起
、
白
鳥
悠
悠
下
」、

無
我
之
境
也
。
謝
唯
揚
・
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
、
四
六
一
頁
。

（
39
） 

有
我
之
境
、
以
我
觀
物
、
故
物
皆
著
我
之
色
彩
。
無
我
之
境
、
以
物

觀
物
、
故
不
知
何
者
為
我
、
何
者
為
物
。
古
人
為
詞
、
寫
有
我
之
境
者

為
多
、
然
未
始
不
能
寫
無
我
之
境
、
此
在
豪
傑
之
士
能
自
樹
立
耳
。
謝

唯
揚
・
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
、
四
六
一
頁
。

（
40
） 

無
我
之
境
、
人
惟
于
靜
中
得
之
。
有
我
之
境
、
於
由
動
之
靜
時
得
之
。

故
一
優
美
、一
宏
壯
也
。
謝
唯
揚
・
房
鑫
亮
主
編
、前
掲
著
作
四
六
一
頁
。

（
41
） 

立
花
銑
三
郎
述
『
教
育
学
』（
東
京
専
門
学
校
邦
語
文
学
科
第
二
回
一

年
級
講
義
録
）、
東
京
専
門
学
校
、
刊
行
年
代
不
詳
。

（
42
） 

立
花
は
心
理
学
の
観
点
か
ら
リ
ュ
ッ
ク
の
説
に
従
い
、
人
間
の
精
神

の
発
達
を
三
つ
の
境
界
に
分
け
る
と
語
っ
て
い
る
が
、
リ
ュ
ッ
ク
の
説

も
カ
ン
ト
の
理
性
能
力
の
本
質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
43
）
立
花
銑
三
郎
、
前
掲
著
作
、
五
三
頁
。
第
三
の
段
階
は
「
幾
多
の
觀

念
を
ば
精
神
に
同
化
す
べ
き
と
す
べ
か
ら
ず
る
と
を
取
捨
選
擇
す
る
を

要
す
此
の
働
を
思
索
（
シ
ン
キ
ン
グ
）
と
云
ふ
。
即
ち
是
れ
第
三
の
境

界
に
し
て
是
に
至
り
て
始
て
事
物
の
真
髄
を
明
知
す
る
を
得
。」

（ 159 ）


